
報告事項ケ

平成２３年度第２回教育審議会生涯学習分科会兼社会教育委員会議の概要について

平成２３年度第２回教育審議会生涯学習分科会兼社会教育委員会議の概要について、別

紙のとおり報告します。

平成２４年３月１７日

鳥取県教育委員会教育長 横 濵 純 一



平成２３年度第２回教育審議会生涯学習分科会兼社会教育委員会議の

概要について

家庭・地域教育課

１ 日 時 平成２４年３月６日（火） １２時３０分～１４時３０分

２ 場 所 倉吉体育文化会館

３ 出席者 委員１０名、事務局６名

４ 議事及び審議等の結果

（１）平成２３年度及び２４年度の主な事業について

（２）平成２４年度社会教育関係団体及びスポーツ関係団体への助成について

→提案どおり承認

（３）社会全体で子どもたちを育む体制づくりついて

ア 学校支援ボランティア事業について

・学校支援ボランティア事業の成果・課題等について説明

（ボランティアの増、学校の意識の変化、ハンドブック作成、新聞連載等）

・本事業の評価、今後の方向性について協議

イ 学校・家庭・地域の連携について

・学校・家庭・地域の役割と連携を図る体制づくりについて協議

→いただいた意見を今後の取組に反映させていく

（４）来年度の審議会の進め方について

・来年度の審議会のテーマについて協議

・スポーツ審議会を設置する条例を県議会に提出していることについて説明

→引き続き「社会全体で子どもたちを育む体制づくり」について協議する

生涯学習分科会でも引き続きスポーツを含めて検討したい

５ 委員からの主な意見

【平成２３、２４年度の主な事業等について】

・子どもたちの体力低下が顕著。朝、菓子パンだけの子もおり、食育の啓発が大切。

・基本的生活習慣を入学までに身につけさせるよう親に啓発していくことが必要。

【学校支援ボランティア事業について】

・学校の敷居が高いという話がでる。学校パスポートを作って学校に入りやすい、

また、学校も受け入れやすい体制をとってはどうか。

・学校も空き教室が増えている。そこを開放して気軽に立ち寄れる場とすればよい。

・ボランティア活用は先生の指導力が劣っているためではないことを周知すること

も必要。

・ボランティアははりきって来られるので、受入側が明確に打合わせをすることが

大切。

・退職した先生をどのように活かして関わってもらうのか考えてはどうか。

・ボランティアをしてほしいと声をかけてもらうとうれしい人がたくさんいる。声

のかけ方をどうするか、しかけがあるとよい。
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【学校・家庭・地域の連携について】

・色と光の三原色の話をよくする。学校・家庭・地域の他に祖父母・保護者・子ど

もの６つの輪が上手に交わらないと良い色がでない。

・学校も大切だが家庭教育が一番。育てる親が育っていない。ＰＴＡの場など同世

代の親同士が学び合うことが必要。

・子どもたちはスポーツクラブや公民館で群れているが、お客さんとしての参加で

あり、自分たちで考えて行動していない。子どもには不便な体験をさせることも

必要。

・今の親は結果を求めすぎている。親や先生はトラブルにならないように指導して

いるが、失敗する経験をさせることも重要。

・倉吉市の地域学校委員会のようなものがあると、今の子どもたちや学校・地域の

状況を共有できる。全体の空気を共通理解する場を小学校区単位で作ってはどう

か。学校・家庭・地域が向かい合い、同じ目的を持つためにも組織を作る意味は

大きい。

・市町村で校長と公民館長とが集まり、一緒に話し合ってはどうか。

【来年度の審議会の進め方について】

・生涯学習分科会でスポーツ少年団の話が聞けたのはよかった。

・スポーツもすべてに関連するので、分科会に引き続きスポーツ関係者も入ってもら

った方がよいのではないか。

【参考】〈委員名簿〉

氏 名 所 属・職 名 等

油野 利博 鳥取大学名誉教授

秦野 論示 鳥取環境大学情報システム科教授 （欠）

石浦外喜義 鳥取城北高等学校教頭 （欠）

山田 節子 児童書を楽しむ会「つくしんぼ」代表

徳吉 雅人 倉吉市明倫公民館長

美田耕一郎 鳥取県子ども会育成連絡協議会副会長

小林 康子 ガールスカウト日本連盟鳥取県支部長 （欠）

田中 陽子 社団法人鳥取県老人クラブ連合会女性委員会委員

岡田美恵子 智頭町立智頭図書館長補佐

椿 知夫 鳥取県スポーツ少年団副本部長

田中 朝子 鳥取県連合婦人会長

福浜 隆宏 日本海テレビジョン放送株式会社アナウンサー

前田 昇 日吉津村役場住民課長 （欠）

森田 清子 北栄町立北条幼稚園長

山本 公義 八頭町立八東小学校長 （欠）

〈事務局〉家庭・地域教育課、小中学校課、スポーツ健康教育課
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